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磯部地区まちづくり協議会　総会のご案内

〈総会結果は、5月7日から30日まで磯部コミセンで閲覧できます。〉

日時：令和７年４月23日（水）19時30分
場所：磯部コミュニティセンター大ホール 多数のご来場をお待ちしております。
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　昨年より年間を通じて、磯部小学校創立
150周年記念事業が数々行われてきました。

令和5年10月12日：桜の植樹

令和6年11月9日：創立150周年記念式典

令和6年5月29日：航空写真

令和6年初夏：ひまわり畑 令和6年6月頃：手形アート

令和6年3月24日：タイムカプセル掘削

　6年生児童と教職員など74名が参加し、校舎の中庭にシダレ桜が植樹されました。

　児童と教職員が参加し、
色違いのパネルを持ち、
校章や虹の人文字を空か
ら撮影しました。

　5月9日・10日に、校舎北側に4年生から6年生の
児童がひまわりの種をまき、7月頃には見事なひま
わりが一面に咲き誇りました。

　一部二部と別れた式典には、一部は式典が中心で、二部には児童の演目や福井交響楽団の演奏など、盛り
だくさんで行われました。

　50年前に埋められたタイ
ムカプセルを掘り起こしまし
た。8月17日には、タイムカ
プセル開封式も行い、当時の
児童85名が参加し、その頃
に戻ったような懐かしい思い
になりました。

　他団体や教職員が太陽や海藻などの形に手形を押
し、最後に児童が手形を押し完成しました。

磯部小学校150周年記念事業磯部小学校150周年記念事業



地域の皆さまへ
　坂井市立磯部小学校創立150周年記念事業を行うにあたり、市当局は
無論のこと地域の皆様をはじめ、本校ＰＴＡ並びに記念事業実行委員・
各部会委員の皆様方には多大なご支援・ご尽力を頂きましたこと、心よ
り感謝申し上げます。
　お陰様で、記念事業・記念誌発行並びに式典を行いながら、記念品と
して学校旗を贈呈することが出来ましたのでご報告致します。
　これからも、皆様と共に磯部小学校を温かく見守っていきたいと思い
ますので、宜しくお願い申し上げます。

創立150周年記念事業実行委員長　前　田　嘉　彦
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磯部小学校150周年記念事業磯部小学校150周年記念事業

ボランティアいそべ＆ボランティアいそべ＆
ひっぱりだこ座公演ひっぱりだこ座公演

日時：2月22日（土曜日）　　場所：磯部コミセン小ホール
　ボランティアいそべ総会が行われ、１年間の活動報告、活動計画などが話し合われました。会
員32名中には体のどこかしこの不調と闘いながら活動に出られるなど、早々に若手会員を増やし
活動の継続を望む声が上がりました。ボランティア活動は無償、自分の生活に合わせて数回をボ
ランティアいそべで活動してください。無償の報酬は大きいのです！！

　総会終了後にはアトラクションとして、ひっぱりだこ座の公演が行われ、
会員はもちろん、聞きつけた地域の皆様やファンが多数来られ、会場は笑い
と熱気につつまれました。「踊り」「寸劇」「紙芝居」「手品」など趣向を凝らし、
息の合った演目に時間を忘れる一時になりました。
　ひっぱりだこ座は他にも豊かな演目を用意して、福祉施設、老人会、祭りな
どでも大好評で、現在団員募集中です。
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磯部体育協会
　磯部体育協会では、磯部地区体育祭の運営の他、年間を通じて様々な事業をしています。スポーツを
通じて地域の方々の交流の場にもなっていますので、皆様のぜひご参加ください。

グランドゴルフ大会（令和６年６月９日）

ソフトボール大会（令和６年10月20日）

インドアサッカー大会（令和7年1月19日）

スティックリング大会（令和６年８月25日）

ソフトバレー大会（令和6年11月17日）

卓球大会（令和7年2月9日）

１位　松尾さん、宮本さん、伊東さん
２位　三田村さん、木村さん、木澤さん
３位　村田さん、小西さん、藤田さん

１位　瀬波　功さん
２位　畠山一男さん
３位　小林　止さん

１位　むらもり
２位　向上会A
３位　向上会C

1位　下安田　　2位　北横地　　3位　上安田

個人戦　　　　　　　　　団体戦
１位　堀江荘志さん　　　１位　丸岡A
２位　西野源琉さん　　　２位　羽崎
３位　東　潤成さん　　　３位　丸岡B

１位　羽崎高校生
２位　北横地中学生
３位　北横地



お 知 せらまち協からのまち協からの

防災安全部会
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▶ 磯部地区避難所開設運営訓練（令和6年10月20日㈰　磯部小学校にて）
　磯部地区を震源に震度７（M7.3）の大地震が発生したと想定して、磯部地区避難所開設運営訓練を開催
しました。（区長会、まち協、福祉委員、民生児童委員、防災推進委員、避難所支援員、磯部小、一般参加者、
坂井市危機管理対策課、コミセン　総勢102名）

　ここで学んだことは、磯部地区防災計画を推進している中で、災害に強いまちづくり、地域づくり、そし
て私たち自身の準備に役立つ取り組みを行うための十分な指標を与えられたと捉えています。
　防災や減災は、国や市の取り組む問題にとどまらず、私たち一人ひとりの地域コミュニティの問題である
ことを強く再認識することができた研修でした。

訓練①避難所開設準備訓練（講師：坂井市防災士の会）
　　　避難食づくり体験（講師：日赤奉仕団丸岡分団）
訓練②資機材設置訓練
訓練③避難者受け入れ誘導訓練
　　　訓練のまとめ、講評等
訓練④災害時安否確認トレーニング（講師：まちの防災研究会　松森氏）

　　　　　交流部会
▶ 丸岡古城まつりの総踊り（令和６年10月13日㈰）
　丸岡藩誕生400年、お城EXPOが絡んだ第55回古城まつり。
　参加していただいた皆様のおかげで優秀賞を頂くことが出来ました。
　次回の古城まつり総踊りもたくさんの方に御参加頂き、一緒に古城まつりや磯部地区を盛り上げて頂けれ
ばありがたいです。



　12月16日(月)と23日(月)に安田幼保園とよつばこども園のクリスマス会を盛り上げるために、園児（年
長組の園児）と地域高齢者が共同でクリスマス用花鉢を製作しました。
　「サンタさん、プレゼントをいっぱい持って早く来ないかな。」そう願いながら、各園とも６鉢の寄せ植え
を楽しく作り上げました。

　今年も30名の定員がすぐにいっぱいになったミニ門松つくりでした。門松を立てる理由は、正月の単な
る飾り物としてではありません。門松はそれぞれのご家庭へお出でになる年神の依代（よりしろ）の役を果
たすものです。ですから、年神様はこの門松を目指してお出でになります。皆さんで助け合いながら素晴ら
しい作品を創り上げていました。

クリスマス寄せ植えについて

ミニ門松づくり

安田幼保園 よつばこども園
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磯部フラワー会



磯部コミセン便り ※磯部コミセンは磯部コミュニティセンターの略称です。

　この日は晴天に恵まれ、ハ
ウスの中でもポカポカ。
　初めての方も、何回も参加
されている方も、説明を聞き
ながら丁寧に栽培していま
した。
　越前カンタケは、気温の低
い、寒い時期に発生します。
　参加された皆さんは何回
収穫できたでしょうか。また、ご家庭で色々な料理を堪能したことでしょう。

越前カンタケ栽培講習会� 令和６年11月25日（月）
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クリスマスコンサート in いそべ2024
　雪が降りしきる12月15日（日）、クリスマスコンサートinいそべを開催しました。今年は、珍しい
金管楽器のユーフォニアムとチューバのグループ「オフィクレイド」さんの演奏を聴きました。低温
の重厚な温かみのある音色のホットな演奏に心がホッとするひとときとなりました。
　磯部小学校児童の独唱や地域の女声合唱団、丸岡南中学校吹奏楽部の演奏など約2時間半、癒しの音
楽に包まれたクリスマスコンサートとなりました。
　約25年続いてきたクリスマスコンサートinいそべ。今後も地域の皆様に楽しんでいただけるコン
サートになるよう企画していきます。

青少年育成坂井市民会議　磯部支部



磯部コミセン便り

令和７年　磯部地区区長会
今年の磯部地区区長のみなさまを紹介いたします。

　1月17日に磯部地区の
初区長会が行われ、今年
の磯部地区区長会役員が
決定しました。今年１年
よろしくお願いいたしま
す。

行　政　区 区　長　名

南横地１区 北　井　良　秋

南横地２区 木　村　順　一

南横地３区 吉　川　敏　行

北横地１区 廣　野　健　一

北横地２区 出　口　雅　弘

北横地３区 岡　村　惠一郎

北横地４区 羽　馬　康　史

四ツ屋 田　中　昭　博

磯部新保１区 牧　田　充　弘

磯部新保２区 片　岡　美千人

羽　崎 中垣内　秀　信

九頭竜大橋 岡　部　裕　一

宇　随 横　井　宏　之

磯部福庄 大　谷　　　修

行　政　区 区　長　名

熊　堂 伊　東　博　幸

磯部島 円　地　　　薫

磯部島2区 栗　田　健　一

四郎丸 田　中　富士夫

今　市 前　田　英　邦

南今市 藤　田　佳　史

反　保 関　口　一　夫

八　丁 太　田　貴　司

上安田 辻　　　直　巳

安田新 島　田　卓　夫

下安田 宇　隨　幸　雄　

新九頭竜１区 水　野　健　治

新九頭竜２区 宮　下　洋　一

高柳３区 玉　村　　　伸

（敬称略）

会　長	 中垣内秀信
（羽崎）

副会長	 関口　一夫
（反保）

副会長	 島田　卓夫
（安田新）
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　地域の高齢者の介護予防事業に日々ご尽力されている「NPO法人つどいの家」に活動の補助として
磯部地区区長会から寄付金を贈呈しました。

つどいの家に寄付� 令和６年11月26日（火）

　地域の介護予防拠点施設として事業が継
続できますことは、地域の皆様のご支援・
ご協力のおかげと感謝申し上げます。今年
度の屋外活動としまして、丸岡城への花見・
ゆりの里への散策・たけふ菊人形ＯＳＫ観
劇など行いました。利用者のみなさんに「よ
かったわ。楽しかったわ」の声をいただき、
健康元気の源の一助になっているのではと
思っております。今後も利用者のみなさん
の元気笑顔が少しでも広がるよう、この寄付金を有意義に使わせていただきます。
　利用者としての登録・スタッフとしての募集も受け付けています。

つどいの家　理事長　前　田　眞　弓

中垣内正治区長会長から、前田理事長へ贈られました


